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株式会社シンプレクス・テクノロジー  
代表取締役社長　 

金子 英樹
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�Ú�%�À�„�w���7�=�b�”�Ç�”�¶�t�0� ��シンプレクス・テクノロジーは、日本発のファイナンシャルイノベーションを

世界に向けて発信するべく設立した“金融ハイテクベンチャー”です。 

当社の競争力の源泉は、高度なテクノロジーと知的ノウハウの集約性に

あります。　 

 

 

多くのシステム会社では、人海戦術に頼った“労働集約型のビジネスモデ

ル”によって、事業規模の拡大を図っています。しかしながら、こうしたビジ

ネスモデルでは、事業規模の拡大と高い利益率を両立することは困難です。

これに対して、当社は最先端のテクノロジーや金融ノウハウ（金融工学・

金融業務の知識）など、専門的なノウハウを融合・共有して高度なソリュー

ションを実現する“ノウハウ集約型のビジネスモデル”を確立することで、

事業規模を拡大しながらも高い利益率を実現しています。 

この独創的なビジネスモデルを支えているのが、「シンプレクス・ライブラリ」

です。「シンプレクス・ライブラリ」とは、当社がシステム構築時に開発した

機能を、他のシステム開発でも再利用できるように汎用化した機能単位

のソフトウェア群です。こうしたライブラリの構築は、当社がシステム開発

についての著作権を社内に留保しているからこそできることであり、これに

より、開発効率を高めて利益率の向上を実現しています。 

また、コンサルティングからシステム開発、導入、システム保守までを社内

で一貫して行っている開発体制も、高い利益率を実現している要因の一

つです。 

 

 

 

当社がソリューションのターゲットとしている「金融フロンティア領域」は、

金融機関の収益向上を目的とした戦略的システム投資の対象全体を指

します。具体的には、ディーリングシステムなど取引を中心とした収益に直

接関係するシステムから、集中的な顧客情報管理を基にマーケティングか

らセールス、注文などを行うことのできるコールセンターに代表されるCRM

システムなどです。 

当社がこの「金融フロンティア領域」に特化したビジネスを展開している

理由は、当社独自の強みが活かせる市場だからです。この領域におけるシ

ステム開発には、「最先端のテクノロジー」や「金融ノウハウ（金融工学・

金融業務の知識）」などを融合した高度なソリューション提案が求められる

ため、当社ならではの強みを最大限に発揮できるのです。 

 

 

資金調達のウェイトが間接金融から直接金融へとシフトしつつあるなか、

金融機関では、個人投資家・一般投資家にとって利用しやすいサービス

の構築が急務とされています。投資家がインターネットを通じて株式などの

金融商品の取引ができる「ネット証券」は、その代表格と言えます。 

このように、金融機関が投資家に提供するサービス（商品）が多様化する

のにともない、金融機関の情報システムに対するニーズも多様化していま

す。これに対して当社は、今後も最先端の技術・ノウハウを十分に活かし、

多様化を続ける金融業界のニーズに応えていきます。 

 

シンプレクス・テクノロジーは、これからも当社の強みを最大限に発揮でき

る市場において、ニーズの変化に即したソリューション提案を行っていきま

す。そして、より収益力を高めることにより、株主のみなさまへ利益還元して

いくことをめざします。 

株主のみなさまにおかれましては、今後とも何卒一層のご指導、ご支援を

賜りますよう、お願い申し上げます。 
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開発に利用 

開発の効率化 

機能の一般化 受
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・開発コストの削減　・開発期間の短縮 

・汎用製品化して横展開 

利益率の向上 

�³�ï�Ó�è�«�µ �~��
�å� �Ò�å�æ��

�³�ï�Ó�è�«�µ �~�å� �Ò�å�æ�w�Ý �æ�¿�Ä��

�Ú�%�À�„�w�*�5�d�¿ �Ä�è�ï �Å��
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